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究
第
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第
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號

昭
和
六
十
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二
月

一

味

の

一

考

察

松

田

隼

人

(1
)

曇
鷲

(
T
a
n
 
l
u
a
n
,
 
4
7
6
-
5
4
2

頃
)
は
、
中
国
山
西
省
北
部
の
五
台
山

近
く
の
雁
門
で
生
ま
れ
、
出
家
の
の
ち
は
竜
樹
系

の
智
度
論

・
中
観
論

・
十
二
門
論

・
百
論
の
四
論
教
義
に
親
し
ん
だ
。

の
ち
、
浄
土
の
三
部

経
と
い
わ
れ
る
無
量
寿
経
、
観
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
を
浄
土
衆
生
の

聖
典
と
し
無
量
寿
経
論
の
注
釈
た
る
往
生
論
註
と
阿
弥
陀
仏

へ
の
信
仰

と
い
う
べ
き
讃
阿
弥
陀
仏
偶
を
著
し
、
仏
願
力
に
乗
ず
る
易
行
道
を
宣

布
し
浄
土
教
義
を
確
立
し
た
。
そ

の
教
義
は
道
緯

・
善
導
を

へ
て
日
本

に
伝
わ
り
法
然

・
親
鶯
、

と
く
に
親
驚

の
浄
土
教
義
の
基

礎

と

な

つ

(2
)

た
。
そ
の
曇
驚
和
尚

の

『和
讃
』
に

「尽
十
方
無
磯
光
の
大
悲
大
願
の

海
水
に
煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ぽ
智
慧

の
う
し
ほ
に

一
・味
な
り
」
と
い

う
御
文
が
あ
る
。

一
体

「
二
味
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

二
味
と
は

二

味
で
、
合
流
と
か
、
と
け
あ
う
と
か
い
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
大

切
な
と
こ
ろ
故
に
、
そ
の

一
味
の

一
端
を

二
考
察
し
て
み

た

い

と

思

う
。
ま
ず

「
尽
十
方
無
凝
光
の
大
悲
大
願
の
海
水
」
と
い
う
こ
と
ば
だ

が
こ
れ
は

一
体
な
に
を
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ご
承
知
の
よ
う

(
3
)

に

『
大
無
量
寿
経
』
に
は
次
の
よ
う
な
四
十
八
願
が
た
て
ら
れ
た
。

「設
我
得
仏
・
国
有
地
獄
。
餓
鬼
畜
生
者
・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国

中
人
天
。
寿
終
之
後
・
複
更
三
悪
道
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
国
中
人

天
・
形
色
不
同
・
有
好
醜
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
・
不
識

宿
命
。
不
至
不
如
・
百
千
億
那
由
他
・
諸
劫
事
者

・
不
取
正
覚

・
設
我
得
仏

・
国
中
人
天
・
不
得
天
眼
・
下
至
不
具
。
百
千
億
那
由
他
・
諸
仏
国
者
・
不

取
正
覚
。
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
・
不
得
天
耳
・
下
至
聞
。
百
千
億
那
由
他

諸
仏
所
説
・
不
悉
受
持
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
国
中
人
天
不
得
見

他
心
智
・
下
至
不
如
・
百
千
億
那
由
他
。
諸
仏
国
中
。
衆
生
心
念
者
。
不
取

正
覚
・
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
。
不
得
神
足
・
於

一
念
頃
。
下
至
不
能
。
超

過
百
千
億
那
由
他
・
諸
仏
国
者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
。
若

起
想
念
。
貧
計
身
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
国
中
人
天
・
不
住
定
聚
・

必
至
滅
度
者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
光
明
有
能
限
量
。
下
至
不
照
。
百

千
億
那
由
他
・
諸
仏
国
者
・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
・
寿
命
有
能
限
量
・
下

至
百
千
億
那
由
他
劫
者
・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
声
聞
。
有
能
計
量

下
至
三
千
大
千
世
界
・
声
聞
縁
覚
・
於
百
千
劫
。
悉
共
計
校
。
知
其
数
者

・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
。
寿
命
無
能
限
量
・
除
其
本
願

・
脩

短
自
在

・
若
不
爾
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
国
中
人
天
・
乃
至
聞
有
。
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不
善
名
者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
十
方
世
界
。
無
量
諸
仏
。
不
悉
容
墜

・
称
我
名
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
十
方
衆
生
。
十
方
衆
生
。
至
心
信

楽
。
欲
生
我
国
。
乃
至
十
念
・
若
不
生
者
。
不
取
正
覚
。
唯
除
五
逆
。
誹
諦

正
法
。
設
我
得
仏
。
十
方
衆
生
・
癸
菩
提
心
・
修
諸
功
徳
。
至
心
発
願
。
欲

生
我
国
。
臨
寿
終
時
・
仮
令
不
興
・
大
衆
固
続
・
現
其
人
前
者
。
不
取
正
覚

設
我
得
仏
。
十
方
衆
生

・
聞
我
名
号
・
係
念
我
国
・
植
諸
徳
本
。
至
心
廻

向
・
欲
生
我
国
。
不
果
遂
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏

・
国
中
人
天
・
不
悉

成
満
。
三
十
二
大
人
相
者

・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏

・
他
方
仏
土
。
諸
菩
薩

衆
・
来
生
我
国
。
究
寛
必
至
。
一
生
補
処
。
除
其
本
願
。
自
在
所
化
。
為
衆

生
故
。
被
弘
誓
鎧
。
積
累
徳
本

・
度
脱

一
切
。
遊
諸
仏
国
。
修
菩
薩
行
。
供

養
十
方

・
諸
仏
如
来
・
開
化
恒
沙
。
無
量
衆
生

・
使
立
無
上
・
正
真
之
道
。

超
出
常
倫
・
諸
地
之
行
・
現
前
修
習
・
普
賢
之
徳
・
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚

設
我
得
仏
・
国
中
菩
薩
。
承
仏
神
力
。
供
養
諸
仏
・
一
食
之
頃
・
不
能
偏

至
。
無
数
無
量
那
由
他
。
諸
仏
国
者

・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
菩
薩

在
諸
仏
前
・
現
其
徳
本
。
諸
所
欲
求
。
供
養
之
具
。
若
不
如
意
者
。
不
取

正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
菩
薩
。
不
能
演
説
。

一
切
智
者
。
不
取
正
覚
。
設

我
得
仏

・
国
中
菩
薩
。
不
得
金
剛
。
那
羅
延
身
者
・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏

国
中
人
天

・
一
切
万
物
。
巌
浄
光
麗
。
形
色
殊
特
。
窮
微
極
妙

・
無
能
称

量
。
其
諸
衆
生
。
乃
至
逮
得
天
眼
・
有
能
明
了
。
弁
其
名
数
者
。
不
取
正
覚

設
我
得
仏
。
国
中
菩
薩
。
乃
至
少
功
徳
者

・
不
能
知
見
。
其
道
場
樹
。
無

量
光
色
。
高
四
百
万
里
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
菩
薩
。
若
受
読
経

法
。
颯
諦
特
説
・
而
不
得
弁
才
智
慧
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
菩

薩

・
智
慧
弁
才
・
若
可
限
量
者
。
不
取
正
覚

・
設
我
得
仏
。
国
土
清
浄
。
皆

悉
照
見

・
十
方

一
切
。
無
量
無
数
。
不
可
思
議
。
諸
仏
世
界
。
猶
如
明
鏡
。

観
其
面
像
。
若
不
爾
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏

・
自
地
己
上
・
至
干
虚
空

宮
殿
楼
観

・
池
流
華
樹
。
国
中
所
有
・
一
切
万
物

・
皆
以
無
量
雑
宝
・
百

千
種
香
。
而
共
合
成
。
厳
飾
奇
妙
。
超
諸
人
天
。
其
香
普
薫
。
十
方
世
界
。

菩
薩
聞
者
。
皆
修
仏
行
。
若
不
如
是
者
。
不
取
正
覚

・
設
我
得
仏
。
十
方
無

量
。
不
可
思
議
。
諸
仏
世
界
。
衆
生
之
類
。
蒙
我
光
明
・
触
其
身
者

・
身
心

柔
額
。
超
過
人
天
。
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚

・
設
我
得
仏
。
十
方
無
量
・
不

可
思
議
。
諸
仏
世
界
。
衆
生
之
類
。
聞
我
名
字

・
不
得
菩
薩
。
無
生
法
忍
。

諸
深
総
持
者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
十
方
無
量
。
不
可
思
議
。
諸
仏
世

界
・
其
有
女
人
・
聞
我
名
字
。
歓
喜
信
楽
。
発
菩
提
心
。
厭
悪
女
身
。
寿
終

之
後

・
復
為
女
像
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏

・
十
方
無
量
・
不
可
思
議
。

諸
仏
世
界
・
諸
菩
薩
衆
・
聞
我
名
字
・
寿
終
之
後

・
常
修
梵
行
・
至
成
仏
道

若
不
爾
者

・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏

・
十
方
無
量
。
不
可
思
議
。
諸
仏
世

界
。
諸
天
人
民
。
聞
我
名
字
・
五
体
投
地
。
稽
首
作
礼
。
歓
喜
信
楽
。
修
菩

薩
行
。
諸
天
世
人
・
莫
不
致
敬
・
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
。
国

中
人
天
・
欲
得
衣
服
。
随
念
即
至
・
如
仏
所
讃
・
応
法
妙
服
。
自
然
在
身
。

若
有
裁
縫
・
擁
染
溌
濯
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
・
国
中
人
天
。
所
受
快

楽
。
不
如
漏
尽
比
丘
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
。
国
中
菩
薩
・
随
意
欲
見

十
方
無
量
・
厳
浄
仏
土
。
応
時
如
願
・
於
宝
樹
中
・
皆
悉
照
見
。
猶
如
明

(鏡
・
観
其
面
像
・
若
不
爾
者
・
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
・
他
方
国
土
・
諸
菩

ア
衆
。
聞
我
名
字
・
至
干
得
仏
・
諸
根
闘
随
。
不
具
足
者
・
不
取
正
覚
・
設

我
得
仏
・
他
方
国
土
・
諸
菩
薩
衆
・
聞
我
名
字
・
皆
悉
逮
得
。
清
浄
解
脱
三

昧
。

二
発
意
頃
・
供
養
無
量
・
不
可
思
議
・
諸
仏
世
尊
・
而
不
失
定
意
。
若

不
爾
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
・
他
力
国
土
・
諸
菩
薩
衆
・
聞
我
名
字
。

寿
終
之
後
・
生
尊
貴
家
・
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚
。
設
我
得
仏
9
他
方
国
土

一
味

の

一
考
察
 
(松

田
)
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一
味
の
一
考
察
 
(松

田
)

諸
菩
薩
衆

・
聞
我
名
字
。
歓
喜
踊
躍
・
修
菩
薩
行
。
具
足
徳
本
・
若
不
爾

者
。
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
・
他
方
国
土
。
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
・
皆
悉

逮
得
。
普
等
三
昧
。
住
是
三
昧
至
干
成
仏
。
常
見
無
量
・
不
可
思
議
・
二
切

諸
仏
。
若
不
爾
者
・
不
取
正
覚

・
設
我
得
仏
・
国
中
菩
薩
。
随
其
志
願
・
所

欲
聞
法

・
自
然
得
聞
・
若
不
爾
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏
・
他
方
国
土
・

諸
菩
薩
衆
・
聞
我
名
字
・
不
即
得
至
・
不
退
転
者
・
不
取
正
覚
・
設
我
得
仏

他
方
国
土
・
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
・
不
即
得
至
・
第

一
第
二
・
第
三
法

忍
。
於
諸
仏
法
・
不
能
即
得
。
不
退
転
者
。
不
取
正
覚
」

と
あ
る
。
こ
れ
を
四
十
八
願
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
四
十
八
願

は

「設
我
得
仏
。
十
方
衆
生
。
至
生
信
楽
。
欲
生
我
国
。
及
至
十
念
。

若
不
生
者
。
不
取
正
覚
。
唯
除
五
逆
。
誹
誘
正
法
」
設
い
我
仏
を
得
ん

た
十
方

の
衆
生
至
心
に
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
し
及
至
十

念
せ
ん
若

し
生
れ
ず
ば
正
覚
を
取
ら
じ
唯
五
逆
と
正
法
を
誹
諦
せ
ん
と

を
ぽ
除
か
ん
と
あ
り
、
十
八
願

の
意
に
統
摂
さ
れ
る
。
法
然
は
、
こ
の

十
八
願
を
選
択
本
願
と
名
づ
け
た
が
、

こ
の
世
界
こ
そ
、
悪
業
流
転
の

衆
生
を
救
済
し
て
く
れ
る
世
界
で
あ
り
本
願
海
で
あ
る
。
曇
驚

の

「
尽

十
方
無
擬
光
の
大
悲
大
願
の
海
水
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
本
願
海
を
い

う
の
で
あ

つ
て
、
煩
悩
よ
り
他
に
、
な
に
も
な
い
人
間
に
行
ず
る
こ
と

の
で
き
る
も
の
は
、
た
だ
念
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
時
に
曇
鷲
は
、

こ
の
世
界
を
、
尽
十
方
無
擬
光

の
大
悲
大
願

の
海

水
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
、
尽
十
方
無
擬

の
大
悲
大
願

の
海
水
と

い
わ
れ
な

か
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
体

「
光
」
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う

か
。
『
観
無

(
4
)

量
寿
経
』
に
は

「無
量
寿
仏

・
有
八
万
四
千
随
形
好
・
二
二
好

・
復
有
八
万
四
千
光
明
。

一
一
光
明
。
偏
照
十
方
世
界

・
念
仏
衆
生
・
摂
取
不
捨
。
其
光
明
相
好
・
及

与
化
仏
・
不
可
具
説
。
但
当
憶
想

・
令
心
眼
見
・
見
此
事
者
。
即
見
十
方
・

一
切
諸
仏

・
以
見
諸
仏
故
・
名
念
仏
三
昧
・
作
是
観
者
。
名
観

一
切
仏
身
。

以
観
仏
身
故
・
亦
見
仏
心
・
仏
心
者
・
大
慈
悲
是

・
以
無
縁
慈
。

摂
諸
衆

生
」

と
あ
る
。

こ
の
御
文
の
大
意
は
光
明
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
如
来
は
八
万
四
千
の

一
一
の
相
好
よ
り
、
八
万
四
千
の
光
明
を
放

ち
、
そ
の
光
明

・
十
方
世
界
を
照
し
て
、
衆
生
を
摂
取
不
捨
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
光
明
は

「
心
眼
を
し
て
見
し
む
べ
し
」

と
あ
る
か
ら
肉
眼
で
は
見
え
な
い
。

心
眼
に
よ

つ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ

る
。

そ

し

て

「此

の
事
を
見
る
者
は
即
ち
十
方
衆
生
の
諸
仏
を
見
る
」
と
あ
る
。
諸

仏
と
は
即
弥
陀
で
あ
り
、
弥
陀
は
即
諸
仏
で
、
弥
陀
を
信
ず
る
も
の
は

諸
仏

の
護
念
謹
誠
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
の

で
あ
る
。
し
て
み
る
と

「
心
眼
を
し
て
見
し
む
べ
し
」
は
、
な
に
を
見

る
の
か
と
い
え
ば
、
護
念
謹
誠
の
な
か
に
あ
る
我

を
見
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら

「
諸
仏
を
見
る
を
以
て
の
故
に
念
仏
三
味

と
名
く
」
で
、
念
仏

三
昧
の
な
か
に
お
い
て
諸
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
し
か

し

「
仏
身
を
観
ず
る
を
以
て
の
故
に
亦
仏
心
を
見

る
仏
心
と
は
大
慈
是
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れ
な
り
」
仏
身
を
観
ず
る
も
の
は
仏
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
仏

心
と
は
大
慈
悲
で
あ
り
大
慈
悲
な
る
が
故
に
仏
心
と
い
わ
れ
る
の
で
あ

る
。続

い
て

「無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
」
と
あ
る
が
、
無
縁

の
慈
と
は
大
慈
悲
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
大
慈
悲
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
取
不
捨
す
る
と
い
う
仏
心

を
説
か
れ

た
も

の
で
あ
る
。
無
縁

の
慈
に
つ
い
て
今
少
し
考
え
る
こ
と

に
す
る
。

慈
悲
に
三
縁
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通

り
で
あ
る
。
衆
生
縁
の
慈
悲

・
法
縁
の
慈
悲

・
無
縁
の
慈
悲
、

こ
の
三

つ
で
あ
る
。
衆
生
縁
は
小
慈
悲
と
い
わ
れ
、
法
縁
は
中
慈
悲

・
無
縁
は

大
慈
悲
と

い
わ
れ
て
い
る
。
衆
生
の
苦
を
縁
と
し
て
起
る
慈
悲
が
衆
生

縁
の
慈
悲
と
す
る
な
ら
、
衆
生
の
法
を
縁
じ
て
お
こ
す
慈
悲
が
法
縁
の

慈
悲
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
何
等
、
縁
ず
る
こ
と
な
く
お
こ
す
慈
悲
が

無
縁
の
大

慈
悲
で
あ
る
。
若
し
、
こ
の
三
縁
の
慈
悲
を
別
の
こ
と
ば
で

い
う
と
、
衆
生
縁
の
慈
悲
は
観
世
音
の
慈
悲
で
あ
り
、
法
縁
の
慈
悲
は

勢
至
の
慈
悲
で
あ
り
、
無
縁

の
大
慈
悲
は
弥
陀
本
仏
の
大
慈
悲
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
勢
至
と
観
音
は
、
弥
陀
本
仏
の
智
慧
と
慈
悲

(5
)

の
具
現
と
い
う

こ
と
も
で
き

る
。
『
本
願
寺
聖
人
親
驚
伝
絵
上
』
に
は

「大
師
聖
人
す
な
は
ち
勢
至
の
化
身
太
子
又
観
音
の
垂
 
な
り
是
の
故
に

わ
れ
二
菩
薩
の
引
導
に
順
じ
て
如
来
の
本
願
を
弘
む
る
に
あ
り
真
宗
こ
れ
に

よ
つ
て
興
じ
念
仏
こ
れ
に
ょ
り
て
煽
な
り
是
れ
併
ら
聖
者
の
教
講
に
よ
つ
て

さ
ら
に
愚
昧
の
今
案
を
か
ま
へ
ず
彼
の
二
大
士
の
重
願
た
父
一
仏
名
を
専
念

す
る
に
た
れ
り
今
の
行
者
錯
つ
て
脇
士
に
つ
か
ふ
る
こ
と
な
か
れ
、
た
虻
ち

に
本
仏
を
あ
ふ
ぐ
べ
し
と
云
々
」

と
あ
る
。
こ
の
な
か
に
、
二
菩
薩

の
引
導
に
順

じ
て
と
あ
る
よ
う
に
観

音
の
慈
悲
と
か
、
勢
至
の
慈
悲
だ
け
に
と
父
ま

る
の
で
な
く
、
弥
陀

の

大
慈
悲
の
領
解
の
な
か
に
二
菩
薩
を
超
え
て
本
仏
を
あ
ふ
ぐ
べ
し
と
あ

る
の
だ
か
ら
、
我

々
は
こ
の
二
菩
薩

の
引
導
に
よ
つ
て
本
願
に
帰
せ
ね

ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
大
悲
の
本
願

の
意
を
明
確

に
示
さ
れ
た
の
が

「仏

心
と
は
大
慈
悲
是
な
り
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
」
と
い
う

(6
)

の
で
あ
る
。
摂
す
と
は
、
摂
取
不
捨

の
こ
と
で
あ
る
が

『
教
行
信
証
し

に
は

「浬
藥
経
に
言
は
く
善
男
子
大
慈
大
悲
を
名
け
て
仏
性
と
為
す
何
を
以
て

の
故
に
大
慈
大
悲
は
常
に
菩
薩
に
随
ふ
ご
乏
影
の
形
に
随
ふ
が
如
し
一
切
衆

生
畢
に
定
ん
で
当
に
大
慈
大
悲
を
得
べ
し
是
の
故
に
説
き
て
二
切
衆
生
悉
有

仏
性
と
言
へ
る
な
り
大
慈
大
悲
は
名
け
て
仏
性
と
為
す
仏
性
は
名
け
て
如
来

と
為
す
大
喜
大
捨
を
名
け
て
仏
性
と
為
す
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
如
来
心
で
あ
る
仏
性
を
大
慈
大
悲
大
喜
大
捨
と
示

さ
れ
抜
苦
与
楽
の
本
願
が
す
で
に
動

い
て
い
る
こ
と
を
説
か
れ
る
の
で

あ
る
。
本
願
と
は
第
十
八
願
の
至
心
信
楽

の
願

で
あ
る
。
こ
の
世
界
が

(7
)

無
縁
の
大
慈
悲
の
世
界
で
あ
る
が

『御
文
章
』

に
は

「当
流
の
安
心
の
趣
を
く
は
し
く
知
ら
ん
と
思
は
ん
人
は
あ
な
が
ち
に
智

慧
才
学
も
い
ら
ず
男
女
貴
賎
も
い
ら
ず
た
父
我
が
身
は
罪
深
き
あ
さ
ま
し
き

者
な
り
と
思
ひ
と
り
て
か
N
る
機
ま
で
も
助
け
た
ま
へ
る
仏
は
阿
弥
陀
如
来

一
味

の

一
考
察
 
(
松
口
田
)
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一
味

の

二
考
察
 
(松

田
)

ば

か
り
な
り
と
知
り

て
何

の
や
う
も
な
く

一
筋

に
こ
の
阿
弥
陀

ほ
と
け

の
御

袖

に
ひ
し
と
縫

り
ま
ゐ
ら
す
る
思
を
な
し
て
後
生

を
助
け

た
ま

へ
と
た

の
み

申
せ
ば
こ
の
阿
弥
陀
如
来
は
深
く
歓
び
ま
し
<

て
そ
の
御
身
よ
り
八
万
四

千
の
大
き
な
る
光
明
を
放
ち
て
そ
の
光
明
の
中
に
そ
の
人
を
摂
め
入
れ
て
お

き
た
ふ
べ
し
さ
れ
ば
こ
の
意
を
経
に
は
ま
さ
に
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆

生
摂
取
不
捨
と
は
説
か
れ
た
り
と
心
得
べ
し
」

と
あ
る
。
仏
心

の
大
喜
大
捨
の
大
喜
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
大
捨

と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
太
陽
は
花
を
咲
か
せ
る
が
、
そ
の
花
を
大
地
に

捨
て

・
決

し
て
所
有
は
し
な
い
。
仏
の
大
慈
悲
も
大
地
に
咲
い
た
念
仏

の
華
を
所
有
は
し
な
い
。
捨
て
ら
れ
た
ま

・
が
摂
取
不
捨
の
な
か
に
生

き
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
第
十
八
願
の
徳
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
尽

十
方
無
磯

の
世
界
も
、
ま
た
尽
十
方
無
擬
光
の
光
の
世
界
も
と
も
に
弥

(8
)

陀
の
誓
願
不
思
議
の
世
界
を
意
味
し
て

い

る
。
『教
行
信
証
』
に
は

「然
煩
悩
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
塁
繭
、
獲
往
相
廻
向
心
行
即
時
入
大
乗

正
定
聚
之
数
。
往
正
定
聚
故
必
至
滅
度
。
必
至
滅
度
即
是
常
楽
常
楽
即
是
畢

寛
寂
滅
、
寂
滅
即
是
無
上
浬
薬
」

と
あ
る
。

こ
の
御
文
は
、

こ
の
弥
陀

の
誓
願
不
思
議
に
よ

つ
て
た
す
け

ら
れ
る
往
生
即
成
仏
の
世
界
を
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
親
驚
の

全
て
で
も
あ
る
が
、
弥
陀

の
誓
願
は
衆
生
に
業
苦
あ
る
が
故
に
救
済
を

成
就
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
の
往
生
浄
土
の
大
因
は
念
仏

(9
)

で
あ
る
。
『
歎
異
砂
』

に
は

「弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
往
生
を
ば
遂
ぐ
る
な

り
と
信
じ
て
念
仏
ま
を
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
玉
ろ
の
発
る
時
す
な
は
ち
摂

取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ
け
し
め
た
ま
ふ
な
り
弥
陀
の
本
願
に
は
、
老
少
善
の

人
を
え
ら
ば
れ
ず
、
た
父
信
心
を
要
と
す
と
知
る
べ
し
そ
の
故
は
罪
悪
深

重
、
煩
悩
熾
盛
の
衆
生
を
た
す
け
ん
が
た
め
の
願
に
ま
し
ま
す
し
か
れ
ば
本

願
を
信
ぜ
ん
に
は
他
の
善
も
要
に
あ
ら
ず
念
仏
に
ま
さ
る
べ
き
善

な
き
故

に
、
悪
を
も
お
そ
る
べ
か
ら
ず
弥
陀
の
本
願
を
さ
ま
ぐ
る
ほ
ど
の
悪
な
き
故

に
と
云
々
」

と
あ
る
。

つ
ま
り
、
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
を
信
ず
る
こ
と
に
よ

つ
て
信

心
海
に
帰
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
曇
鷺

の

「
尽
十
方
無
擬

光

の
大
悲
大
願

の
海
水
に
煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば
」
と
は
正
に
こ
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
海
水
は
、
弥
陀

の
誓
願
不
思
議
の
大
海
で
あ
り
、

智
慧
と
慈
悲
の
本
願
の
世
界
を
意
味
す
る
。
「
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば
」
の
帰

と
は
帰
入
で
あ
る
。
他
力
本
願
の
宗
教
の
本
質

は
こ
こ
に
あ

る
。
『歎

(
1
0
)

異
妙
』
に
は

「令
仏
者
は
無
磯
の
一道
な
り
そ
の
い
わ
れ
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
信
心
の

行
者
に
は
天
神
地
祇
も
敬
伏
し
、
魔
界
外
道
も
障
磯
す
る
こ
と
な
し
罪
悪
も

業
報
を
感
ず
る
こ
と
あ
た
は
ず
諸
善
も
及
ぶ
こ
と
な
き
故
な
り
と
云
々
」

と
あ
る
。
い
か
に
、
こ
の
世
の
中
が
、
五
濁
悪
世
の
濁
乱
の
世
界
で
あ

る
と
し
て
も
、
信
心
え
の
帰
入
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を

解

決

す

る
。

(
1
1
)

『教
行
信
証
』
に
は

「次
言
信
楽
者
、
則
是
如
来
満
足
大
悲
円
融
無
擬
信
心
海
。
是
故
疑
蓋
無

有
聞
雑
、
故
名
信
楽
。
即
以
利
他
廻
向
之
至
心
、
為
信
楽
体
也
」
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と
あ
る
。

こ
の
、
満
足
大
悲
円
融
無
擬
の
信
心
海
と
は
、
尽
十
方
無
擬

光
の
大
悲
大
願
の
大
海
で
あ
る
。
別
名
、
本
願
力
廻
向
の
大
信
心
海
で

あ
り
、
大
信
心
海
な
る
が
故
に
二
切
を
生
か
す

の
で
あ
る
。
ま
た

『
教

(12
)

行
信
証
』

に
は

「菩
薩
は
是
の
如
く
五
門
の
行
を
修
し
て
自
利
利
他
し
て
速
に
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
故
に
と
い
へ
り
仏
の
得
る

所
の
法
を
名
け
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
為
す
此
の
菩
提
を
得
る
を
以
て

の
故
に
名
け
て
仏
と
為
す
今
速
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
言
へ
る
は
是
れ

早
く
仏
に
作
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
な
り
阿
は
無
に
名
く
褥
多
羅
は
上
に
名

く
三
貌
は
正
に
名
く
三
は
偏
に
名
く
菩
提
は
道
に
名
く
統
ね
て
之
を
訳
す
れ

ば
名
け
て
無
上
正
偏
道
と
為
す
無
上
と
は
言
ふ
ご
N
ろ
は
此
の
道
理
を
窮
め

性
を
尽
す
こ
と
更
に
過
ぎ
た
る
者
無
し
何
を
以
て
か
之
を
言
ふ
と
な
ら
ば
正

を
以
て
の
故
に
正
と
は
聖
智
な
り
法
相
の
如
く
知
る
が
故
に
称
し
て
正
智
と

為
す
法
性
は
相
無
き
が
故
に
聖
智
は
無
知
な
り
偏
に
二
種
有
り

一
に
は
聖
心

偏
く
一
切
の
法
を
知
す
二
に
は
法
身
偏
く
法
界
に
満
て
り
若
は
身
若
は
心
偏

せ
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
道
と
は
無
礫
道
な
り
経
に
言
は
く
十
方
の
無
擬
人

一

道
よ
り
生
死
を
出
つ
と

一
道
と
は
一
無
磯
道
な
り
無
磯
と
は
謂
く
生
死
即
ち

是
れ
浬
薬
な
り
と
知
る
な
り
」

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

二
道
と
は

二
無
擬
道
な
り
で
、
無
擬
は
生

死
即
浬
葉
と
い
う
絶
対
知
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
対
知

の

(
1
3
)

世
界
が
大
信
心
海

で
あ
る
。
『
願
生
偶
』
に
は

「
世
尊
我

二
心
。

帰

命

尽
十
方
。
無
擬
光
如
来
。
願
生
安
楽
国
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
弥
陀

の
名

号
の
な
か

に
あ
る
生
死
即
浬
繋
、
煩
悩
即
菩
提
、
即
ち
不
二
法
門
の
徳

義
海
を
帰
命
尽
十
方
無
擬
光
如
来
と
讃
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
よ

つ
て

帰
入
と
は
、
ご
う
し
た
大
信
海
え
の
帰
入
で
あ

り
大
信
心
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
願

の
大
信
海

に
衆
生
の
煩
悩

の
河
が
帰
入
す
る

時
、
智
慧
の
う
し
ほ
に
一
味
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ

ば
、
衆
生
が
煩
悩
を
自
覚
し
て
他
力
本
願

の
世
界

に
生
き
る
時
、
智
慧

の
う
し
ほ
に

一
味
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
一
味

の
一
は
、
大

(
1
4
)

変
に
大
切
な
こ
と
ば
だ
と
思
う
。
『
教
行
信
証
』

に
は

「
一
乗
海
と
言
ふ
は
一
乗
は
大
乗
な
り
大
乗
は
仏
乗
な
り
一
乗
を
得
る
者
は

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
る
な
り
阿
褥
菩
提
と
は
即
ち
是
れ
浬
禦
界
な
り

浬
禦
界
は
即
ち
是
れ
究
寛
法
身
な
り
究
寛
法
身
を
得
る
者
は
則
ち
一
乗
を
究

寛
す
る
な
り
異
な
る
法
身
無
ず
如
来
は
即
ち
法
身
な
り

一
乗
を
究
寛
ず
る
者

は
即
ち
是
れ
無
辺
不
断
な
り
大
乗
は
二
乗
三
乗
有
る
こ
と
無
し
二
乗
三
乗
は

一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り

一
乗
は
即
ち
第

一
義
乗
な
り
唯
是
れ
誓
願

一
仏

乗
な
り
」

と
あ
る
。

こ
の
二
仏
乗
が

『
教
行
信
証
』
と
な

っ
て
衆
生
海
に
廻
向
顕

現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
二
乗
は
二
乗
三
乗
有
す
る
こ
と
無

し
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、

二
味
の

二
は
、

二
切
衆
生
を
智
慧
の
う
し
ほ
に
円
融

せ
し
め
ん
と
す
る

一
で
、

つ
ま
り
、
満
足
大
悲
円
融
無
擬
の
信
心
海
の

徳
を
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
無
量
寿
経
全
体
に
流
れ
る

南
無
阿
弥
陀
仏
名
号
の
尊
さ
で
も
あ
る
。
円
融

は
は
、
融
か
す
こ
と
で

あ
る
が
、
融
か
す
と
は
煩
悩
を
そ
の
ま
ま
本
願
海
の
力
に
よ

つ
て
功
徳

に
変
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
尽
十
方
無
磯
光
の
大
悲
大
願
は
、
そ
う
い

一
味

の

一
考
察
 
(松

田
)
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う

二
を
含

み
、
力
と
い
う
か
願
力
を
も

つ
て
い
る
。
前
の
べ
た

『
大
無

量
寿
経
』

の

「
設
我
得
仏
。
十
方
衆
生
の
至
心
信
楽

・
欲
生
我
国
。
乃

至
十
念
。

若
不
生
者
。
不
取
正
覚
。
唯
除
五
逆
。
誹
諦
正
法
」
は
、
そ

の
心
で
あ

る
。
至
心
信
楽
の
、
こ
の
大
海
に

一
味
た
る
衆
生
は
、
や
が

て
正
定
聚

か
ら
滅
度
に
い
た
る
。
滅
度
と
は
浬
藥
界
で
あ
る
が
、
如
来

の
智
慧
の
う
し
ほ
に
よ
つ
て

一
味
と
な
り
、
煩
悩
即
菩
提
と
智
徳
を
成

(
1
5
)

就
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『教
行
信
証
』
に
は

「性
と
言
ふ
は
是
れ
必
然
の
義
不
改
の
義
な
り
海
の
性
は
一
昧
に
し
て
衆
流

入
る
者
必
ず
一
味
と
為
り
海
の
味
彼
に
随
い
て
改
ま
ら
ざ
る
が
如
し
又
人
身

の
性
不
浄
な
る
が
故
に
種
々
の
妙
好
の
色
香
美
味
身
に
入
り
ぬ
れ
ば
皆
不
浄

と
為
る
が
如
し
安
楽
浄
土
は
諸
の
往
生
の
者
不
浄
の
色
無
し
不
浄
の
心
無
し

畢
寛
じ
て
皆
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
し
む
安
楽
国
土
の
清
浄
の
性
成
就
し

た
ま
へ
る
を
以
て
の
故
な
り
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
性
と
は
平
等
の
大
道
な

り
平
等
の
道
を
名
け
て
正
道
と
為
る
所
以
は
平
等
は
是
れ
諸
法
の
体
相
な
り

諸
法
平
等
な
る
を
以
て
の
故
に
発
心
等
し
発
心
等
し
き
が
故
に
道
等
し
道
等

し
き
が
故
に
大
慈
悲
等
し
大
慈
悲
は
是
れ
仏
道
の
正
因
な
る
が
故
に
正
道
大

慈
悲
と
言
へ
り
」

と
あ
る
が
、
浄
土
は
こ
の
正
道

の
大
慈
悲
よ
り
生
じ
、

こ
の
大
慈
悲
の

み
が
出
世

の
善
根

で
あ
る
と
い
う
。
正
道
の
大
慈
悲
と
は

「平
等

の
大

道
な
り
」

で
、
ま
ず
平
等
の
大
慈
悲
に
よ

つ
て
開
顕
さ
れ
た
世
界
が
、

尽
十
方
無
擬
光
の
世
界
で
あ
る
。

ま
た
文
中

「
性
と
言
ふ
は
是
れ
必
然
の
義
、
不
改

の
義
な
り
」
と
あ

り
、
不
改
で
あ
る
か
ら
他
に
は
な
に
も
く
ら
べ
る
も
の
が
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。

つ
ま
り

一
切
衆
生
の
悪
業
煩
悩
を
、

こ
の
尽
十
方
無
磯
光

の
徳
に
、
あ
る
い
は

「
海
の
性
は
一
昧
に
し
て
衆
流
に
入
る
者
必
ず

二

味
と
為
り
海
の
味
彼
に
随
ひ
て
改
ま
や
ざ
る
が
如
し
」
と
あ
る
か
ら
、

衆
生
は
こ
の
二
味
に
よ
つ
て
救
済
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。
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